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2023年 9月 16日（土）8：30～15：00 参加 9名 天気：晴れ 

調査はモンドリによる定量調査とガサガサ（一部目視含む）による定性調査を並行して行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魚類：全体に昨年度より個体数が多く、モツゴが

最も多く、次いでタイリクバラタナゴ、スジエビ

を確認した。 

 貝類（生体）は昨年に比べ少なかった。 

 ヒメガマの減少がひどく、岩井新田の調査地では

ほとんど皆無で岸がむき出しになっていた。 

漁協桟橋 根戸新田 見晴台（東側に移動） フィッシングセンター桟橋 片山新田 染入河口（貝調査のみ） 岩井新田

8:50-9:20（30分） 9:45-10:15(30分) 10:50-11:20（30分） 11:50-12:20（30分） 12:40-13:10(30

分)

13:35-13:50（15分） 14:10-14:40（30分）

5 5 5 3 5 0 5（水位少なくモンドリの上

部が水面から出る）
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タイリクバラタナゴ

ヌマチチブ

スジエビ

場所

時間

「手賀沼 魚類・貝類調査」 
 

手賀沼水生生物研究会 矢竹一穂 

 

 

FC 桟橋 

片山新田 

確認したヌマガイ貝殻 定性調査の様子 

調査事業 


